
※  2026年1月28日開催の取締役会において、2026年3月31日を基準日、2026年4月1日を効力発生日として、普通株式1株につき2株の割合で株式分割することを決議しました。
配当金に関するグラフは当該株式分割を考慮した場合の額を記載し、（　）内には当該株式分割を考慮しない場合の額を記載しております。

Canon MJ通信  
～第59期中間報告書～ 

2026年1月1日 ▶  2026年6月30日

新たな長期経営構想の実現に向け、
飛躍への歩みを着実に進める
キヤノンマーケティングジャパン株式会社

代表取締役社長  足立 正親

株主の皆さまには、日頃より温かいご支援を賜り、誠
にありがとうございます。

当中間期における当社グループの業績は、企業の 
積極的なIT投資が継続する中で、ITソリューション事業
が順調に推移したこと等により、売上高は前年同期比 
59億円増収の3,398億円となりました。営業利益に
ついては、売上の増加に伴う売上総利益の増加により、
前年同期比52億円増益の325億円となりました。この
結果、当年度の営業利益、経常利益、当期純利益の予
想を上方修正いたしました。

上期までの実績を踏まえ、当年度の中間配当金は 
1株当たり40円 (前中間期比5円増額)とし、年間配当
金は1株当たり95円（前期比10円増額）を予定して 
おります。

また、株主還元の充実および資本効率の向上を目的

とし、2月2日～5月21日の期間で自己株式の取得を行
いました。さらに、4月には株式分割を実施し、投資単
位の引き下げを通じてより多くの個人投資家の皆さま
に投資いただきやすい環境を整えました。今後も、利益
を伴った成長により生み出されたキャッシュを活用し、
成長投資を積極的に行うとともに、株主還元の充実を
図ってまいります。

本年より「2026-2030 長期経営構想」がスタートし
ました。企業におけるデジタル化やAI活用のニーズが
高まる中、ITソリューション事業を中核に、お客さまの
課題解決に寄り添った価値提供を一層強化し、6期連続
の増収増益と持続的な企業価値向上を目指してまいり
ます。

株主の皆さまにおかれましては、一層のご支援・ご指
導を賜りますようお願い申し上げます。
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010_0153001602609.indd   1010_0153001602609.indd   1 2026/08/04   15:58:172026/08/04   15:58:17



プロフェッショナル

（注） 1.各グラフにおいて、表示単位未満の数字は四捨五入しています。
 2. 各セグメントの売上高、営業利益をそれぞれ合計した数字は、「その他」の金額が含まれないため、円グラフ中央の売上高、営業利益と異なります。 

また、円グラフの構成比率は売上高構成比率を示しており、各セグメント別売上高の単純合計額をもとに算出しています。 
 3.「その他」は、シェアードサービス事業およびセグメント間取引消去で構成されています。

エリア

プロダクションプリンティング　プロダクションプリンティング事業では、主に印刷業向けに、高速連帳プリンターおよび高
速枚葉（カット紙）プリンター、流通・小売業向けに、POP制作に関連するソリューション等を提供しております。
当事業については、高速枚葉（カット紙）プリンター案件の増加等により、売上は増加しました。

産業機器　産業機器事業では、主に半導体メーカーおよびその他電子デバ
イスメーカー向けに、半導体製造関連装置および検査計測装置等を提供し
ております。
当事業については、半導体製造関連装置の販売が減少したこと等により、売
上は減少しました。
ヘルスケア　ヘルスケア事業では、主に病院・診療所・調剤薬局・健診施設
向けに、医療情報システムの構築、導入、サポート等を提供しております。
当事業については、複数の病院向け大型案件があったことにより、売上は大
幅に増加しました。

トピックス  
varioPRINT�iX3200�高速枚葉インクジェット印刷機
商業印刷市場では、多品種少量化や短納期化を背景にデジタル印刷需要が拡大し
ています。「varioPRINT iX3200」は、1200dpiの高画質とA4毎分320ページ
の高速出力を実現する商業印刷向け枚葉インクジェット印刷機で
す。少部数・短納期案件への対応力や高い生産性が評価されたこ
とで大型案件獲得が進展し、当期のプロダクションプリンティング事
業の売上拡大に貢献しました。 製品の詳細はこちらをご覧ください。
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前年同期比
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（単位：億円） （単位：億円）

売上高   △87億円

　その他

営業利益   △14億円

主要キヤノン製品については、オフィスにおけるペーパーレス化の影響が続
いていること等により、レーザープリンターカートリッジおよびオフィスMFPの
保守サービスの売上は減少しました。市場は縮小しているものの、レーザー
プリンターについては、流通チャネル向けの出荷が進んだことにより、台数は
増加しました。オフィスMFPについては、使用期間が長期化しているお客さま
の機器の入替やお客さまの業務効率向上に向けた提案活動を積極的に進め
たことにより、台数は微増となりました。
ITソリューションについては、Windows10の延長サポート終了に伴うビジネ
スPCの入替需要の反動減があったものの、ランサムウェア対策ソフト等のセ
キュリティが好調に推移したことや中小企業のサステナブル経営・DX推進を
トータルで支援する「まかせてIT」の契約件数が増加したことにより、売上は微
増となりました。

売上高

3,398億円
前年同期比 1.8% 
営業利益

325億円
前年同期比 18.9% 

34％

20％
7％

トピックス  
「まかせてIT�BXシリーズ」でセキュリティ制度対応などを支援

サプライチェーン全体でのセキュリティ強化ニーズの高まりを背景に、中小企業
向け「まかせてIT BXシリーズ」に、経済産業省が推進する「サプライチェーン強化
に向けたセキュリティ対策評価制度」への申請・更新支援やセキュリティ訓練サー
ビスを拡充しました。制度対応をはじめとしたお客さまのニーズに
応え、セキュリティ関連ソリューションの販売拡大と業績向上に貢
献しています。
 製品の詳細はこちらをご覧ください。
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（単位：億円） （単位：億円）

varioPRINT iX3200
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Financial Highlights
業績ハイライト

コンスーマ

主要キヤノン製品については、オフィスにおけるペーパーレス化の影響で
市場は縮小しているものの、オフィスMFPについては、複数の大型案件が
あり、台数は大幅に増加しました。レーザープリンターについては、大型案
件があり、台数は増加しました。レーザープリンターカートリッジについては、
大口の受注があり売上は増加し、オフィスMFPの保守サービスについては、
本体稼働台数の増加およびカラー出力比率が高まったことにより、売上は
微増となりました。
ITソリューションについては、Windows10の延長サポート終了に伴うビジ
ネスP Cの入替需要の反動減があったものの、製造業向けのSI案件が順調
に推移したこと等により、売上は増加しました。

エンタープライズ

レンズ交換式カメラについては、2025年11月に発売した「EOS R6 MarkⅢ」および2026年６月に発売した「EOS R6 V」 
が増加したものの、前年同期に「EOS R5 MarkⅡ」や「EOS R1」等の高単価なミラーレスカメラが増加したことに加え、
2025年５月に「EOS R50 V」の発売があった反動等により、売上は減少しました。
インクジェットプリンターについては、市場の縮小により、売上は減少しました。
インクカートリッジについては、プリントボリュームの減少傾向が続いているも
のの、中東情勢の緊迫化に伴う原材料の価格高騰と供給不安への懸念によ
る駆け込み需要があり、売上は増加しました。
ITプロダクトについては、メモリの価格高騰への懸念から、ポータブルSSDや
メモリーカードの駆け込み需要があり販売が好調に推移したものの、前年同
期のWindows10の延長サポート終了に伴う需要等の反動減により、売上は
微減となりました。

トピックス  
動画クリエイター市場に向けた� �
フルサイズミラーレスカメラ”EOS�R6�V”を発売

”EOS R6 V"は、動画クリエイター向け「EOS／
PowerShot V ser ies」初のフルサイズミラー
レスカメラです。SNSや動画配信の普及を背景に拡大する
動画コンテンツ市場に対応し、本格的な映像制作ニーズに応
える製品として投入いたしました。当社は拡大する映像制作
需要に応え、新たな顧客層の獲得とさらなる事業成長を目指
します。 製品の詳細はこちらをご覧ください。

トピックス  
千葉銀行に「本人確認支援ソリューション」を導入
～キヤノンの高精度な顔認証技術により正確な本人確認を実現～
本ソリューションは、マイナンバーカードや運転免許証のICチップ内に
格納された顔画像と来店顧客の容貌を照合し、本人であることを高
い精度で判定します。これにより、なりすましや不正口
座開設といった金融犯罪対策の強化に加え、窓口業務
の効率化と顧客利便性の向上に貢献します。

トピックスの詳細はこちらをご覧ください。

マイナンバー
カード

運転免許証

在留カード キャッシュカード
（磁気・接触IC）

CASH CARD

店 舗 窓 口

ICチップ情報読み取り

売上高   △87億円

　その他

営業利益   △14億円
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売上高 営業利益

前年同期比
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33.6% 

（単位：億円） （単位：億円）

売上高

3,398億円
前年同期比 1.8% 
営業利益

325億円
前年同期比 18.9% 

39％

20％
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中間期

2026年
中間期

97
115

2025年
中間期

2026年
中間期

1,335 1,369

売上高 営業利益

前年同期比

2.5% 
前年同期比

18.7% 

（単位：億円） （単位：億円）

EOS R6 V
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https://corporate.jp.canon/newsroom/newsrelease/2026/pr-0424a
https://corporate.jp.canon/newsroom/newsrelease/2026/pr-0424a
https://personal.canon.jp/product/camera/eos/r6v
https://personal.canon.jp/product/camera/eos/r6v
https://canon.jp/biz/solution/smb/makasete-it/bx-support
https://canon.jp/biz/solution/smb/makasete-it/bx-support
https://canon.jp/biz/product/production-printer/continuous-business-printer/lineup/color-model/vp-ix
https://canon.jp/biz/product/production-printer/continuous-business-printer/lineup/color-model/vp-ix


Growth Strategies
成長戦略

「2026-2030 長期経営構想」 を策定─ITソリューションのさらなる成長に向けて─

　新たな長期経営構想では、ITソリューション事業の拡大を中心に、サービス型事業の創出に向けた投資の実行・M&A・
出資といった「事業投資」に加え、人材の高度化に向けた教育制度の拡充などの「人材投資」、社内システム構築などの「IT・
設備投資」に5年間累計で2,000億円を予定しています。
　また、2030年にITS売上5,000億円の達成を目標に掲げており、この目標達成の鍵となるのは、顧客層別ITS戦略の進
化により、成長の確実性を高めていくことです。その主軸となるのは、顧客との密接なパートナーシップを基盤にしたクロス
セルの深化、加えて提供価値の高度化による単価の引き上げを通じて、サービス型事業を拡大していく取り組みです。あ
わせて、ストック収益比率を高めることで安定的な収益基盤を構築し、持続的かつ再現性の高い成長を実現していきます。

長期経営構想の
詳細はこちらを
ご覧ください。

本社：〒108-8011 東京都港区港南二丁目16番6号
証券コード：8060

ユニバーサルデザイン（UD）の
考えに基づいた見やすいデザイ
ンの文字を採用しています。

ウェブサイトのご案内
当社では、株主・投資家の皆さま向けの「投資家向け情報」ウェブサイトにて、経営方針、財務データ、IR資料、株式情報等を掲載して
います。個人投資家の皆さまに向けたコンテンツもご用意しています。6月に統合報告書も公開していますので、ぜひご覧ください。
 canon.jp/8060-ir

株式に関する各種手続きのお問い合わせ先
⃝  証券会社にて株式を管理されている場合は、お取引先の証券会社へお問い合わ

せください（ただし、未払配当金の支払い、支払明細発行については、株主名簿管
理人である右記のみずほ信託銀行フリーダイヤルへお問い合わせください。）。

⃝  証券会社にて株式を管理されていない場合は、以下へお問い合わせください。
みずほ信託銀行株式会社証券代行部

電話（0120）288−324（フリーダイヤル）

事業投資
⃝ 資本コストを上回るリターンの持続的創出
⃝ サービス型事業の創出に向けた投資
⃝ 注力領域における機能強化に向けたM＆A・出資
⃝ 外部パートナーとの協業を通じたオープン

イノベーション

人材投資

⃝ 人材の高度化に向けた教育制度の拡充や
キャリア採用

⃝ エンゲージメント向上施策の拡充

IT・設備投資

⃝ ビジネスモデルの変革に柔軟に対応できる
社内システムの構築 

⃝ 社員がいきいきと働く環境の整備 

価値創造インテグレーション ビジネスプロセスサービス（BPS）

中小企業向けフルサポート

注力領域（サービス型事業）におけるKPI（2026-2028 中期経営計画）
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企業の高度な課題・社会課題の
解決に向けた新たな価値を提供

業務プロセスの
効率化・高度化を支援

お客さまの企業規模や体制に応じたIT活用を一貫して支援
⃝ まかせてIT BX/DXシリーズ
⃝HOMEセレクトシリーズソリューションパック

トータルセキュリティ

お客さまの経営資源である
「情報」「ヒト」「モノ」を守る

デジタルドキュメント技術

BPO
フィジカルセキュリティ

（ 映 像 監 視 等 ）ITO
サイバー

セキュリティ

クラウド
セキュリティ

数理技術

映像×AI技術

先端技術（生成AI等）

⃝ 顧客共創型ITS
⃝ デジタルドキュメントサービス
⃝ 映像×AIソリューション
⃝オファリングサービス ⃝ BPO

⃝ ITO（ITアウトソーシング） ⃝ サイバー×フィジカルセキュリティ
⃝ クラウドセキュリティサービス

大
手
企
業
／
準
大
手
・
中
堅
企
業

中
小
企
業

（表示単位未満四捨五入）

年平均成長率： ＋10.9％

2025年
403億円

2028年
550億円

売上高

年平均成長率： ＋6.8％

2025年
468億円

2028年
570億円

売上高

年平均成長率： ＋8.3％

2025年
465億円

2028年
590億円

売上高

年平均成長率： ＋8.6％

2025年
164億円

2028年
210億円

売上高
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https://corporate.jp.canon/-/media/Project/Canon/CanonJP/Corporate/ir/library/pdf/2026/report2026.pdf?sc_lang=ja-JP&hash=43AB118F13A69CF886FC6C35BBB3BA57
https://corporate.jp.canon/ir
https://corporate.jp.canon/ir



